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9 月 22 日、西原地区にある神楽殿で市無形民俗文
化財に指定されている古在家神楽舞が行われました。

演目のひとつ「鳥さし」には、西原地区に住む青年
4 人が挑戦しました。青年たちは、伝統深い古在家神
楽舞の「鳥さし」を多くの観客に披露しました。

●古在家神楽舞
10 月 6 日、旧大鶴小学校体育館で、三世代交流

ニュースポーツ大会が行われました。
当日は、子どもからお年寄りまで約 150 名の参加

者が、囲碁ボールなどのニュースポーツを通じて、世
代間の交流を深めました。

●大鶴地区三世代交流ニュースポーツ大会

10 月 5 日・6 日、棡原地区大垣外で獅子舞が行わ
れました。大垣外の獅子舞は、地区内の民家の庭先で
行われ、日が沈み、あたりが薄暗くなっても、太鼓や
笛の音色に合わせて獅子舞が披露されました。この他
にも棡原地区内の 3 か所で獅子舞が行われました。

●棡原地区大垣外の獅子舞
10 月 14 日、棡原地区尾続で、「秋まき花の講習会」

が行われました。これは、棡原地域振興協会が行うも
ので、当日は、約 60 名の地域のみなさんが、講師の
指導を受けながら、粘土に 10 種類の花の種を練り込
んだ土団子をつくり、畑に植えました。

●棡原地区尾続で「秋まき花の講習会」

●地域の話題をお寄せください。
　企画課政策推進担当   電話 62-3118

今月号の表紙　

西原ふるさと祭り前夜祭
今月の表紙は、１０月 12 日、羽置きの里びりゅう館周辺で行われた、西

原ふるさと祭り前夜祭の行灯を写したものです。子どもたちや地域のみな
さんに灯された約千本の行灯は、あたりが暗くなるにつれて会場周辺に浮
かび上がり、幻想的な風景を映し出しました。

広報担当になって、毎年西原ふるさと祭りの取材をしていますが、前夜
祭に行くのは今年が初めて。行灯や出店など、手作りの感じがとても温も
りを感じさせる前夜祭でした。来年はぜひみなさんも、西原ふるさと祭り
前夜祭に足を運んでみてください。　　　　　　　　　　（広報担当者 0 ）

編集後記人口と世帯
※人口および世帯数は、外国人登録者を含みます。

人口 ● 25,675 人 （− 28）
男 ● 12,798 人 （ − 8）
女 ● 12,877 人 （− 20）

世帯 ● 10,033 世帯（+  7）
平成 25 年 10 月 1 日現在

（　）内は前月比

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、
植物性インキを使用しています。 広報うえのはら　No.105      24
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決
算
公
表

市
で
は
、
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
健
特
別
会
計
な
ど

16
の
特
別
会
計
）
の
決
算
を
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
決
算
は
、
9
月
の
定
例
市
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
お
よ
び
地

方
交
付
税
な
ど
の
歳
入
状
況
、
ま
た
、
そ
の
使
い
道
の
歳
出
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

平成 24 年度

市税（28.4％）
3,253,922 千円

分担金及び負担金・
使用料及び手数料
（2.７％）
310,489 千円
財産収入・寄附金・
諸収入
（1.4％）
162,108 千円

繰入金
（2.5％）
289,921 千円
繰越金（1.8％）
202,019 千円

各種交付金（3.8％）
429,156 千円

地方交付税
（33.0％）
3,781,059 千円

国庫支出金（6.2％）
708,201 千円

県支出金（9.2％）
1,049,364 千円

市債（10.1％）
1,153,600 千円

自主財源　4,218,459 千円（36.8％）
依存財源　7,229,279 千円（63.2％）

歳入の構成比

地方譲与税（0.9％）
107,899 千円

決
算
は
、
市
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
行
う
う
え
で
、
ど
の
く
ら
い
の
収
入

が
あ
り
、
そ
の
収
入
を
ど
の
よ
う
な
事

業
に
ど
の
程
度
支
出
し
た
か
を
表
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
会
計
は
一
般
会
計
と
特

別
会
計
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
各
会
計
の

決
算
額
お
よ
び
対
前
年
度
比
較
に
つ
い

て
は
、
表
①
の
と
お
り
で
す
。

そ
の
状
況
を
見
る
と
、
市
全
体
と
し

て
は
、
歳
入
が
1
8
1
億
4
9
9
6

万
5
千
円
と
な
り
、
前
年
度
比
0.3
％

の
減
、歳
出
が
1
7
5
億
9
2
8
万

円
と
な
り
、
前
年
度
比
0.8
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳入総額　114 億 4773 万 8 千円　
歳出総額　111 億 5572 万 4 千円　　　

差引額　2 億 9201 万 4 千円
差引額は、翌年度に繰り越しました。
※普通会計とは、一般会計と教育奨励資金特別会計の合計です。
※平成 24 年度は、会計間の調整があるため、表①の合計と一致しません。

市
の
決
算

歳
入
で
は
、
市
税
が
、
評
価
替
え
に

と
も
な
う
固
定
資
産
税
の
減
少
な
ど
に

よ
り
1.2
％
の
減
、
国
庫
支
出
金
は
、
国

の
臨
時
交
付
金
事
業
の
完
了
や
児
童
手

当
の
制
度
改
正
な
ど
に
よ
り
18
・
8
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
②
参
照
）。

一
方
、
新
病
院
建
設
に
対
す
る
補
助

金
な
ど
に
よ
り
、県
支
出
金
は
37・6
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件
費

は
職
員
の
減
少
な
ど
に
よ
り
5
・
2
％

の
減
、
普
通
建
設
事
業
費
は
、
宅
内
に

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
引
き
込
み

を
実
施
し
た
情
報
基
盤
整
備
事
業
第
4

工
区
の
完
了
な
ど
に
よ
り
41
・
4
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
そ
の
他

は
、
新
病
院
建
設
に
と
も
な
う
一
般
会

計
か
ら
病
院
事
業
会
計
へ
の
出
資
金
に

よ
り
、
42
・
5
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
（
表
③
参
照
）。

歳
入
の
状
況

市
税　

前
年
度
比
1.2
％
減
少

歳
出
の
状
況
（
性
質
別
）

普
通
建
設
事
業
費　

前
年
度
比
41
・
4
％
減
少

歳出（普通会計）（性質別）

総額　

111億 5572 万 4 千円

平成 24 年度決算総額（普通会計）

■ 【表①】　平成 24 年度歳入歳出決算額および対前年度比較　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会計区別 歳入決算額 歳出決算額 差引額
歳入 歳出

前年度決算額 増減率 前年度決算額 増減率
一般会計 11,452,038 11,160,096 291,942 11,428,964 0.2 11,226,945 △ 0.6

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 3,177,138 3,146,390 30,748 3,110,306 2.1 3,079,897 2.2
後 期 高 齢 者 医 療 470,467 468,686 1,781 457,529 2.8 455,913 2.8
介 護 保 険 1,973,940 1,923,633 50,307 2,056,752 △ 4.0 2,015,213 △ 4.5
介 護 サ ー ビ ス 事 業 7,898 7,741 157 9,646 △ 18.1 7,297 6.1
公 共 下 水 道 事 業 662,855 662,466 389 670,760 △ 1.2 670,298 △ 1.2
簡 易 水 道 事 業 100,410 97,617 2,793 91,634 9.6 89,346 9.3
教 育 奨 励 資 金 1,773 1,701 72 70,756 △ 97.5 70,756 △ 97.6
大 目 財 産 区 102,093 24,921 77,172 98,577 3.6 6,155 304.9
甲 東 財 産 区 1,511 419 1,092 1,515 △ 0.3 17 2364.7
巌 財 産 区 113,371 3,071 110,300 114,112 △ 0.6 911 237.1
島 田 財 産 区 46,879 2,532 44,347 40,143 16.8 1,331 90.2
上 野 原 財 産 区 25,140 8,872 16,268 37,845 △ 33.6 21,505 △ 58.7
檜 尾 根 外 十 二 恩 賜 林
保 護 財 産 区 2,412 167 2,245 2,437 △ 1.0 245 △ 31.8
小金沢土室山恩賜県有財産
保 護 組 合 西 原 分 収 益 事 業

2,987 10 2,977 2,946 1.4 10 0.0

秋 山 財 産 区 7,402 721 6,681 5,102 45.1 724 △ 0.4
西 棚 ノ 入 外 十 一 恩
賜 林 保 護 財 産 区 1,651 237 1,414 1,483 11.3 166 42.8

合計 18,149,965 17,509,280 640,685 18,200,507 △ 0.3 17,646,729 △ 0.8
※増減率の単位は、パーセントです。

■ 【表②】  主な科目の増減　　　   （単位：千円）

歳入 H24 年度 H23 年度 増減率
市 税 3,253,922 3,293,102 △ 1.2

分担金及び負担金
使用料及び手数料 310,489 296,428 4.7
各種交付金 429,156 453,458 △ 5.4
地方交付税 3,781,059 3,816,029 △ 0.9
国庫支出金 708,201 871,831 △ 18.8
県 支 出 金 1,049,364 762,523 37.6
市 債 1,153,600 1,233,900 △ 6.5
そ の 他 761,947 906,729 △ 16.0
合 計 11,447,738 11,634,000 △ 1.6
※増減率の単位は、パーセントです。

人件費（18.1％）
2,016,878 千円

扶助費（11.3％）
1,258,667 千円

公債費（17.2％）
1,922,347 千円

維持補修費（0.5％）
60,113 千円
繰出金（12.0％）
1,336,029 千円
投資及び出資金・貸付金
（7.1％）791,094 千円
積立金（2.3％）
260,922 千円
補助費等（7.9％）
880,601 千円
物件費（16.4％）
1,831,036 千円
普通建設事業費・
災害復旧事業費（7.2％）
798,037 千円

義務的経費　　5,197,892 千円（46.6％）

投資的経費　　　  798,037 千円（7.2％）

その他経費　　5,159,795 千円（46.2％）

歳出（性質別）の
構成比■ 【表③】  主な科目の増減　　      （単位：千円）

歳出（性質別） H24 年度 H23 年度 増減率
人 件 費 2,016,878 2,126,981 △ 5.2
扶 助 費 1,258,667 1,273,580 △ 1.2
補 助 費 等 880,601 906,291 △ 2.8

普通建設事業費 776,445 1,324,649 △ 41.4
災害復旧事業費 21,592 50,780 △ 57.5
公 債 費 1,922,347 2,007,639 △ 4.2
積 立 金 260,922 494,546 △ 47.2
繰 出 金 1,336,029 1,365,220 △ 2.1
そ の 他 2,682,243 1,882,295 42.5
合 計 11,155,724 11,431,981 △ 2.4
※増減率の単位は、パーセントです。

歳入（普通会計）

総額　

114億 4773 万 8 千円

普通会計　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
区　分 歳入決算額 歳出決算額 差引額

一 般 会 計 11,452,038 11,160,096 291,942
教育奨励資金 1,773 1,701 72
会計間の調整 △ 6,073 △ 6,073 0
普 通 会 計 11,447,738 11,155,724 292,014
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歳
出
を
目
的
別
に
み
る
と
、
総
務
費

は
、
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
第
4
工

区
の
完
了
な
ど
に
よ
り
28
・
8
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、衛
生
費
は
、

平
成
24
年
10
月
に
開
院
し
た
新
病
院
の

建
設
事
業
に
と
も
な
い
56
・
9
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す（
表
④
参
照
）。

ま
た
、
平
成
24
年
度
の
主
要
な
事
業

な
ど
は
、
表
⑤
の
と
お
り
で
す
。

▶総務費
・旧甲東小学校校舎等解体事業　　　28,724 千円
▶民生費　
・児童手当および子ども手当費　　 338,505 千円
・生活保護費　　　　　　　　　　 263,615 千円
▶衛生費
・病院費（病院事業に対する繰出金）       1,101,600 千円
・子ども医療費無料化事業　　　　　68,764 千円
▶労働費
・緊急雇用創出事業　　　　　　　 35,515 千円
▶農林水産業費
・中山間地域総合整備事業　　　　　38,580 千円
・農業体質強化基盤整備促進事業　　35,190 千円
▶商工費
・大野貯水池周辺登山道新設事業     12,331 千円
▶土木費
・新病院周辺道路整備事業　　　　　38,857 千円
・上野原駅周辺整備事業　　　　　 48,204 千円
・中央自動車道スマートIC関連事業       7,721 千円
▶消防費
・消防庁舎建設事業　　　　　　　 37,072 千円
▶教育費
・スクールバス運営費　　 　　　　105,112 千円

平
成
24
年
度
の
地
方
債
残
高
の
状
況

は
、
平
成
20
年
度
と
比
べ
る
と
一
般
会

計
は
約
25
億
円
、
市
全
体
の
地
方
債
残

高
は
約
17
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
病
院
事
業
会
計
の

新
病
院
建
設
に
と
も
な
う
借
入
な
ど
に

よ
り
、
1
7
0
1
万
2
千
円
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
（
表
⑦
参
照
）。

平
成
24
年
度
の
基
金
残
高
の
状
況

は
、
基
金
の
取
崩
し
合
計
2
億
8
5

5
3
万
9
千
円
に
対
し
て
、積
立
額
が
、

合
計
3
億
1
2
1
8
万
8
千
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
べ
、
基
金
残
高
は
、

約
2
6
6
4
万
9
千
円
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
（
表
⑥
参
照
）。

平成 24 年度主要な事業（目的別）

歳
出
の
状
況
（
目
的
別
）

総
務
費　

前
年
度
比
28
・
8
％
減
少

上野原市の貯金額は？
貯金額

47 億 3833 万 5 千円
市民一人あたり

　18 万 3145 円

平
成
24
年
度
の

　
　

基
金
残
高
状
況
は
？

上野原市の借金額は？（一般会計）
借金額

138 億 5914 万 6 千円　
市民一人あたり

　　53 万 5681 円

平
成
24
年
度
の

　
　
　

地
方
債
残
高
状
況
は
？

基
金
残
高

地
方
債
残
高

【表⑤】

【住民基本台帳人口　25,872 人（平成 25 年 3 月 31 日現在）】

【住民基本台帳人口　25,872 人（平成 25 年 3 月 31 日現在）】

総務費（12.3％）
1,373,988 千円

民生費
（25.3％）
2,823,536 千円

衛生費
（19.6％）
2,181,597 千円

労働費（0.5％）
51,474 千円

農林水産業費（2.3％）
255,571 千円

商工費（1.1％）
123,975 千円

土木費（7.3％）
811,866 千円

教育費（7.9％）
885.377 千円

災害復旧費（0.2％）
21,592 千円

公債費（17.2％）
1,922,347 千円

議会費（1.3％）
149,274 千円

消防費（5.0％）
555,127 千円

歳出（目的別）の
構成比

■ 【表④】主な科目の増減　　　　　（単位：千円）

歳出（目的別） H24 年度 H23 年度 増減率
総 務 費 1,373,988 1,928,506 △ 28.8
民 生 費 2,823,536 3,047,042 △ 7.3
衛 生 費 2,181,597 1,390,410 56.9
農林水産業費 255,571 185,676 37.6
土 木 費 811,866 816,745 △ 0.6
消 防 費 555,127 611,240 △ 9.2
教 育 費 885,377 1,026,067 △ 13.7
災 害 復 旧 費 21,592 50,780 △ 57.5
そ の 他 2,247,070 2,375,515 △ 5.4
合 計 11,155,724 11,431,981 △ 2.4
※増減率の単位は、パーセントです。

歳出（普通会計）（目的別）

総額　

111 億 5572 万 4 千円

▲新市消防庁舎完成イメージ図

H20 年度
4,138,751

財政調整基金 減債基金 その他基金

H21 年度
4,311,563

H22 年度
4,512,509

H23 年度
4,711,686

H24 年度
4,738,335

0億円

10億円

20億円

30億円

40億円

50億円

796,148 1,062,075593,623
1,348,804 1,575,283

618,895 719,760 720,240 719,989
718,335

2,926,233 2,795,655 2,730,194 2,642,893 2,444,717

■ 【表⑥】

（単位：千円）

▲上野原市立病院

0億円

50億円

100億円

150億円

200億円

250億円

21,693,116
H20 年度 H21 年度 H22 年度 H23 年度 H24 年度

20,502,139 20,526,145 19,926,588 19,943,600

一般会計 特別会計 病院事業会計

16,374,583 15,337,075 14,964,591 14,418,954 13,859,146

5,245,062
5,116,622 5,010,564 4,873,703 4,721,140

73,471
48,442 550,990 633,931 1,363,314

■ 【表⑦】

（単位：千円）

地
方
債
と
は
、

市
の
借
金
の
こ
と
じ
ゃ

基
金
と
は
、
市
の
貯

金
、
財
政
調
整
基
金
と

は
、
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
年
度
間
の
財
源

の
不
均
衡
を
調
整
す
る
た

め
の
基
金
、
減
債
基
金
と

は
、
借
金
（
地
方
債
）
の

返
済
に
使
う
貯
金
の
こ
と

じ
ゃ
。
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水
道
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
水
道
事
業
の

現
状
と
将
来
の
見
通
し
を
分
析
・
評
価

し
、
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
描
く
と
と

も
に
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
方
策
を
示

す
も
の
で
す
。

東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
で
は
、

平
成
34
年
度
を
目
標
年
度
と
し
、
厚
生

労
働
省
が
検
討
を
促
す
資
産
管
理
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
、
今
後
30
年
間
の
施

設
・
管
路
の
更
新
費
用
や
財
政
収
支
と

い
っ
た
中
長
期
的
な
見
通
し
も
考
慮
に

入
れ
、「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
で
は
、「
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

水道
ビジョン

アセット
マネジメント
（効率的・効果的な

資産管理）

検討 計画期間（10年間）

更新費用および財政収支の見通し
将来の
見通し

将来の見通しを
ビジョンに反映

見直し

検討
期間

計画期間 10年後 30年後

H25 H34H24 H54

　
水
道
事
業
の
現
況

現
在
の
給
水
人
口
は
、約
4
万
人
で
、

一
日
平
均
配
水
量
は
2
万
㎥
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

施
設
は
、
浄
水
場
や
ポ
ン
プ
場
に
比

べ
て
配
水
池
の
耐
震
化
率
が
約
28
％
と

低
く
、
管
路
は
、
管
路
延
長
4
2
4
・

6
㎞
の
う
ち
非
耐
震
管
が
約
60
％
を
占

め
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
経
営
状
況
は
、
下
の
図
の
と

お
り
で
、
収
益
的
収
支
（
事
業
運
営
の

た
め
の
収
支
）、
資
本
的
収
支
（
建
設
・

整
備
す
る
た
め
の
収
支
）
の
い
ず
れ
も

支
出
が
収
入
を
上
回
る
状
態
が
続
き
、

経
常
的
に
損
失
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

■　　収益的収支　　■

H21 H22 H23 H24

（単位：百万円） 収益的収入 収益的支出

1000

1500

800
1,018 1,028 1,006

1,128

1,090

1,423 1,478 1,519

72 395 472 391損失額

■　　資本的収支　　■

（単位：百万円） 資本的収入 資本的収支

0

500

1,000

1,500

2,000 1,957

1,073

597 650

1,544

671 148 171

H21 H22 H23 H24
413収支不足額 402 449 479

目　標　　安全・安心なおいしい水の供給
　　実現方策　　◆浄水処理等の充実による安全性の向上
　　　　　　　　◆水安全計画の策定等による水質管理の充実
　　　　　　　　◆給水装置の安全性の確保

目　標　　いつでも安定した水の供給
　　実現方策　　◆計画的な管路・施設の耐震化
　　　　　　　　　◇重要度に応じた計画的な管路の耐震化
　　　　　　　　　◇重要度に応じた計画的な施設の耐震化
　　　　　　　　◆効率的かつ安定した水運用の確保
　　　　　　　　◆危機管理対策の充実

目　標　　いつまでも継続できる水道経営
　　実現方策　　◆施設の統廃合等による将来更新負担の軽減
　　　　　　　　　◇浄水場・配水池の統廃合
　　　　　　　　　◇効率的・効果的な資産管理による施設更新費用の軽減
　　　　　　　　◆経営の効率化
　　　　　　　　◆水道サービスの向上
　　　　　　　　◆業務の効率化

目　標　　環境に配慮した水道
　　実現方策　　◆有収率の向上
　　　　　　　　◆省エネルギー対策

安心

安定

持続

環境

　
将
来
像
・
目
標
・
実
現
方
策

東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
で
は
、

長
期
的
な
視
点
に
た
っ
た
将
来
像
と
し

て「
安
全
な
水
を
安
定
し
て
供
給
で
き

る
持
続
可
能
な
水
道
」を
掲
げ
、
現
在
、

日
常
生
活
で
利
用
し
て
い
る
水
道
を
、

今
後
50
年
間
変
わ
ら
ず
に
利
用
で
き
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

目
標
は
、
将
来
像
を
達
成
す
る
た
め

に
、
厚
生
労
働
省
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に

あ
る
「
安
心
・
安
定
・
持
続
・
環
境
」

の
4
つ
の
視
点
で
整
理
し
た
具
体
的
な

方
針
と
な
り
ま
す
。

実
現
方
策
は
、
各
目
標
の
な
か
で
当

面
実
施
す
る
具
体
的
な
内
容
と
な
り
ま

す
。な

お
、
今
後
数
年
間
は
、
経
営
に
余

裕
が
な
い
こ
と
か
ら
、
有
収
率
の
向
上

を
目
的
と
し
た
漏
水
管
の
更
新
等
必
要

最
小
限
の
事
業
に
と
ど
め
、
平
成
29
年

度
以
降
適
正
な
料
金
収
入
を
確
保
し
て

必
要
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、「
東

部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
」
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
東
部
地
域
広
域
水

道
企
業
団
（
☎
22

−

0
0
9
9
）

■　　中長期的な見通し　　■

１

２

３

将来像
安全な水を　安定して供給できる　持続可能な水道 策

定

団
業
企
道
水
域
広
域
地
部
東水
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第
28
回
国
民
文
化
祭
・
や
ま
な
し
2
0
1
3

長
寿
食
文
化
の
祭
典

市
で
は
、
第
28
回
国
民
文
化
祭
・
や
ま
な
し
2
0
1
3
秋
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
長
寿
食
文
化
の
祭
典
」
を
開
催
し
ま
す
。

市
が
行
う
国
民
文
化
祭
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
回
で

最
後
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
会
場
に

お
越
し
に
な
り
、
国
民
文
化
祭
を
盛
り
上
げ
ま
し

ょ
う
。

「
長
寿
食
文
化
の
祭
典
」

●
開
催
日　
11
月
9
日（
土
）、
10
日

（
日
）

●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル
、
市
役
所

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

●
内
容　
「
健
康
長
寿
食
の
講
演

会
」、「
長
寿
食
・
郷
土
食
フ
ェ
ス

タ
」、「
郷
土
芸
能
・
舞
台
発
表
」

な
ど

※
「
長
寿
食
・
郷
土
食
フ
ェ
ス
タ
」

の
出
店
内
容
や「
郷
土
芸
能
・
舞

台
発
表
」の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

は
、下
の
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

☆
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
健
康
長
寿
食
の
講
演
会
」

●
日
時　

11
月
10
日（
日
）
午
後
1

時
〜

●
講
師　
横
山
タ
カ
子
先
生
（
料
理

研
究
家
）

●
内
容　
身
近
な
食
材
と
郷
土
食
を

大
切
に
し
た
、
お
し
ゃ
れ
な
料
理

で
定
評
が
あ
る
長
野
県
カ
ル
チ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
の
講
師
で
料
理
研
究

家
の
横
山
タ
カ
子
先
生
を
お
招
き

し
、
先
生
の
地
元
で
あ
る
信
州
の

食
材
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
紹
介
し

な
が
ら
講
演
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
課
国
民

文
化
祭
担
当
（
☎
62

−

3
4
0
9
）

■ イベントスケジュール（11 月 9 日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★場所：市役所センタープラザ特設ステージ

郷土芸能・舞台発表 午前 10 時 00 分 〜
午後 3 時 00 分

オープニング 午前10時00 分〜10時15 分
① 上野原西中学校吹奏楽 午前10時15 分〜10時45 分
② 日原獅子舞 午前10時45 分〜11時15 分
③ 箏曲（文化協会） 午前11時15 分〜11時45 分

PR タイム 午 前 11 時 45 分 〜 正 午
④ 小伏獅子舞 午後1時00 分〜1時30 分
⑤ 江戸芸かっぽれ（文化協会）午後1時30 分〜2時00 分
⑥ 大垣外獅子舞 午後2時00 分〜2時30 分
⑦ 無生野大念仏 午後2時30 分〜3時00 分

■ 各種コーナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
内容

① 農林産物品評会・展示コーナー

② 農林産物直売コーナー
（市内農産物直売団体）

③ 福祉関係団体コーナー

④ 観光協会コーナー
（酒まんじゅう・花の苗販売）

⑤ 上野原せいだのたまじ本舗コーナー
（せいだのたまじ販売）

⑥ 下水道・年金相談コーナー
（普及啓発の実施）

※⑥の下水道・年金相談コーナーは、庁舎 1 階ロビー
　等で行います。

「
農
林
業
ま
つ
り
」

市
で
は
、
第
9
回
農
林
業
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
各
協
力
団
体

の
特
設
ブ
ー
ス
や
各
種
コ
ー
ナ
ー（
下

表
参
照
）を
設
け
、
多
く
の
み
な
さ
ん

が
楽
し
め
る
よ
う
な
企
画
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

●
日
時　
11
月
23
日（
土
・
祝
）
午
前

9
時
30
分
〜
正
午

●
場
所　
市
役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

「
農
林
産
物
品
評
会
・
作
品
の
募
集
」

市
で
は
、
農
林
業
ま
つ
り
に
合
わ
せ

て
農
林
産
物
品
評
会
を
行
い
ま
す
。

出
品
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
の
内

容
で
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
出
品
者
に
は
記
念
品
を
お
贈

り
し
ま
す
が
、
出
品
さ
れ
た
農
林
産
物

は
、
展
示
後
に
販
売
し
ま
す
。

収
益
金
は
、
す
べ
て
募
金
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
提
出
日
時　
11
月
22
日（
金
）
午
前

9
時
〜
11
時

●
提
出
場
所　
JA
ク
レ
イ
ン
市
内
各
支

店
、
市
役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

※
JA
ク
レ
イ
ン
市
内
各
支
店
へ
の
提
出

は
午
前
10
時
ま
で
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
経
済
課
農
村
地
域
づ

く
り
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
9
）

■ 募集品目（下表以外のものは、類似した品目に準じて出品してください）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
白菜 2 株 ほうれん草 2 束（250g）

キャベツ 2 株 ネギ 1㎏または 1 束
春菊 2 束 チンゲンサイ 2 束または 5 株

小松菜 2 束 カリフラワー 2 株
ブロッコリー 2 株

大根 2 本 カブ 5 株
ゴボウ 3 本 人参 3 本

バレイショ 5 個 サツマイモ 3 本
里芋（小イモ） 1 株または５個 長いも 1 本

コンニャク ２個
大豆 １合 あずき 1 合
柿 ５個 ゆず 5 個

キウイフルーツ ５個
シイタケ 300 ｇ

第9回 農林業まつり ■ 市内出店一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
品名 出店名 11/9 11/10

① 酒まんじゅう 市商工会 ◯ ◯

② おばく、
雑穀まんじゅうなど 羽置の里びりゅう館 ◯ ◯

③ 長寿みそ、
長寿こんにゃくなど ふるさと長寿館 ◯ ◯

④ せいだのたまじ
上野原
せいだのたまじ本舗

◯ ◯

⑤
祝うどん
けんちん汁

老人クラブ
ボランティア団体

◯ ×

⑥ たこ焼き・パンなど 上野原福祉作業所 ◯ ×

■ 県内出店一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
品名 出店名 11/9 11/10

① ほうとう こうふ食（く）倶楽部 ◯ ◯
② 各地のご当地郷土食 ㈲神風 ◯ ◯
③ おつけだんご 大月市おつけだんごの会 ◯ ×

④ うどん ふじよしだ観光振興
サービス × ◯

⑤ ほうとうコロッケ 山梨市商工会 × ◯

■ 県外出店一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
品名 出店名 11/9 11/10

① 富士宮焼きそば 富士宮焼きそば学会
（静岡県富士宮市） ◯ ◯

② ライスメンチ
トンきち屋
（東京都青梅市）

◯ ◯

③
濃厚ブラックカレー
焼きそば

いつ樹
（東京都青梅市）

◯ ◯

④ シロコロ・ホルモン
厚木シロコロ・
ホルモン探検隊
（神奈川県厚木市）

× ◯

⑤ ゼリーフライ 行田ゼリーフライ
（埼玉県行田市） × ◯

■ イベントスケジュール（11 月 10 日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★場所：市役所センタープラザ特設ステージ

郷土芸能・舞台発表 午前 10 時 00 分〜
午後 3 時 15 分

① 西原小学校太鼓 午前10時00 分〜10時30 分
② 本町祭囃子 午前10時30 分〜11時00 分
③ 猪丸獅子舞 午前11時00 分〜11時30 分
④ 新町祭囃子 午 前11 時30 分 〜 正 午
⑤ 藤尾獅子舞 午後2時15 分〜2時45 分
⑥ 上野原中学校吹奏楽 午後2時45 分〜3時15 分

国民文化祭閉会式 午後3時15 分〜3時30 分

■ イベントスケジュール（11月9日・10日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★場所：市役所センタープラザ
長寿食・郷土食フェスタ、
福祉団体などによる模擬店

午前 10 時 00 分〜
午後 3 時 30 分

★場所：もみじホール会議室 1
健康長寿食企画展示、
長寿食・郷土芸能ビデオ放映

午前 10 時 00 分〜
午後 3 時 30 分
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協賛店舗公式 PR グッズ

控除証明書専用ダイヤル　　☎ 0570−070−117（ナビダイヤル）
050から始まる電話または070-5 や 070-6 で始まる電話（PHS）

でおかけになる場合は、03-6700-1130 におかけください。

受付期間　11 月 1 日（金）〜平成 26 年 3 月 14 日（金）
受付時間　
◯月　 曜　 日　午前 8 時 30 分〜午後 7 時
◯火 〜 金 曜日　午前 8 時 30 分〜午後 5 時 15 分
◯第 2 土曜日　午前9 時 30分〜午後 4 時
※月曜日が祝日等の場合は、火曜日の相談を午後 7 時までお受け
します。祝日や年末年始は利用できません。

市民のみなさんに直接かかわる情報コーナー ＵＥＮＯＨＡＲＡ　ＣＩＴＹ　I N F O RM A T I O N 　

行動訓練のための緊急地震速報を配信します

平
成
26
年
度 

市
立
幼
稚
園

入
園
案
内 

の
お
知
ら
せ

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
26
年
度
市
立
沢
松
幼
稚
園
の
入
園
申
請
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

●
通
園
区
域
　
八
ツ
沢
、松
留
、鶴
川
、

大
椚
、
大
曽
根
、
大
倉

●
申
請
条
件
　
通
園
区
域
に
お
住
ま

い
で
、
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
、

満
3
歳
に
達
し
て
い
る
幼
児
か
ら

小
学
校
就
学
前
の
幼
児

●
申
請
期
間
　
11
月
5
日（
火
）〜
12

日（
火
）

●
申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
学
校
教
育
課
学

校
教
育
担
当
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
申
請
書
は
、
市
教
育
委
員
会
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
募
集
人
員
　
25
名

※
申
請
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

※
入
園
決
定
の
可
否
に
つ
い
て
は
、

後
日
通
知
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま

やまなし子育て応援カード

す
。

●
授
業
料
　
月
額
9
千
円

※
社
会
事
情
に
よ
り
授
業
料
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
教
育
時
間
　
平
日
の
午
前
9
時
〜

午
後
3
時

※
夏
季
・
冬
季
お
よ
び
学
年
末
に
休

園
日
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教

育
課
学
校
教
育
担
当（
☎
62

−

3
4
0
8
）、
沢
松
幼
稚
園
（
☎

62

−

3
3
5
4
）

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
の
発
行

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
に

は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
1
月
1
日
か
ら
9
月
30

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
基
金
機

構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必

ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
翌

年
の
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
場
合
も
本
人
の
社
会
保
険
料
控

除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
保
年
金

担
当
（
☎
62

−

3
1
1
2
）

や
ま
な
し
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
と

は
、
協
賛
店
舗
で
応
援
カ
ー
ド
を
提

示
す
る
と
、
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
カ
ー
ド
で
す
。

●
対
象
世
帯
　
18
歳
未
満
の
子
ど
も

が
い
る
世
帯
や
妊
婦
の
い
る
世
帯

●
申
請
方
法
　
申
請
書
を
福
祉
課
子

育
て
支
援
担
当
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
請
書
は
、
福
祉
課
子
育
て
支
援

担
当
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
妊
婦
の
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
で
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
申

請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
協
賛
店
舗
　
下
に
示
し
た
公
式

P
R
グ
ッ
ズ（
ス
テ
ッ
カ
ー
、
の

ぼ
り
旗
）の
提
示
し
て
あ
る
店
舗

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、「
や
ま

な
し
応
援
カ
ー
ド
」
で
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課

子
育
て
支
援
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
5
）

※ステッカーには、各店舗の特典サービスが記入されて
います。ご利用前にご確認ください。

「やまなし子育てネット」

「やまなし子育てネット」では、新規協賛店、協賛店
舗からのお得な情報などを随時更新しています。
また、スマートフォンでは、マップアプリと連動し

現在地周辺の協賛店舗検索や簡単絞り込み検索が可能
です。パソコンからの検索は、「やまなし応援カード」
で検索してください。
スマートフォン・携帯からの検索は、右の

QRコードを読み取りください。

▲やまなし子育て応援カード（見本）
※ 1 世帯につき 1 枚の交付となり

ます。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
J

−
ア
ラ
ー
ト
）

緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
て
か

ら
強
い
揺
れ
が
来
る
ま
で
の
時
間
は

ご
く
わ
ず
か
で
す
。

短
い
時
間
で
あ
わ
て
ず
に
身
を
守

る
に
は
、
日
頃
か
ら
の
訓
練
が
重
要

で
す
。

こ
の
度
、
内
閣
府
お
よ
び
気
象
庁

で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
J

−

ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
る
訓
練
用

の
緊
急
地
震
速
報
を
配
信
す
る
予
定

で
す
。

時
間
に
な
り
ま
し
た
ら
防
災
行
政

無
線
お
よ
び
音
声
告
知
端
末
か
ら
訓

練
用
の
緊
急
地
震
速
報
が
流
れ
ま

す
。
チ
ャ
イ
ム
音
を
聞
い
た
ら
、
そ

の
場
で
身
を
守
る
た
め
の
行
動
訓
練

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き

し
て
も
、
住
宅
の
耐
震
化
や
家
具
の

転
倒
防
止
な
ど
日
頃
か
ら
の
地
震
の

備
え
が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
身
を
守

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
機
に
、
地
震
に
対
す
る
日

頃
か
ら
の
備
え
を
も
う
一
度
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
防
災

担
当
（
☎
62

−

3
1
1
7
）

11月29日（金）
午前 10時 15分頃
※気象・地震活動の状況等によっては、中止と
　することがあります。

緊急地震速報配信日時右に示した日時で、行動
訓練のための緊急地震速報
を配信します。

いざという時に備えて、
みなさんも、緊急地震速報
を見聞きしたら行動訓練を
行いましょう。

電話相談
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11
月
に
入
る
と
秋
も
す
っ
か
り

深
ま
り
、
紅
葉
の
便
り
が
全
国
各

地
か
ら
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
紅
葉
は
、
9
月
頃
北
海
道
の

大
雪
山
か
ら
始
ま
り
、
徐
々
に
南

下
し
ま
す
。
紅
葉
が
始
ま
っ
て
か

ら
紅
葉
前
線
が
日
本
を
縦
断
す
る

ま
で
約
3
か
月
程
か
か
り
ま
す
。

紅
葉
の
見
頃
は
、
北
海
道
と
東

北
地
方
で
10
月
、
関
東
か
ら
九
州

地
方
で
は
、
11
月
〜
12
月
初
旬
ご

ろ
で
す
。山
間
部
や
内
陸
部
で
は
、

朝
晩
の
冷
え
込
み
が
強
い
た
め
通

常
の
見
頃
よ
り
早
く
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
紅
葉
と
い
う
言
葉

は
、
草
木
の
葉
が
「
も
み
だ
さ
れ

る
よ
う
に
」
赤
や
黄
色
に
変
わ
る

こ
と
を
「
も
み
つ
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
ま
す
。「
も

み
つ
」
が
名
詞
に
な
っ
て
「
も
み

ち
」さ
ら
に「
も
み
ぢ
」と
変
わ
り
、

今
日
の
「
も
み
じ
」
と
な
っ
た
と

言
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
日
本
で
は
、
古
来
よ
り

紅
葉
の
美
し
さ
を
、
詩
で
詠
み
上

げ
ま
し
た
。
万
葉
集
で
は
、

2
0
0
首
以
上
も「
も
み
じ
」
に

関
す
る
句
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
春
日
野
に 
し
ぐ
れ
降
る
見
ゆ 

明
日
よ
り
は 
黄
葉（
も
み
ち
）か

ざ
さ
む 

高
円（
た
か
ま
と
）の
山
」

秋
は
、
文
化
の
秋
と
も
言
わ
れ

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
万
葉
集
な
ど

の
日
本
古
来
の
文
化
に
ふ
れ
な
が

ら
、
深
ま
り
ゆ
く
秋
の
自
然
を
満

喫
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

●
日
時　

11
月
19
日
（
火
）午
前

9
時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法　

1
人
ま
た
は
1
組（
5
人

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話
時

間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で
す
。

●
場
所　

市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

企
画

課
政
策
推
進
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
8　

F
A
X
62

−

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

「
紅
葉
と
日
本
文
化
」

《
意
見
》

・
い
つ
上
野
原
駅
周
辺
の
整
備
を

進
め
る
の
か
。

・
駅
南
口
を
利
用
し
て
い
る
方
の

苦
労
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

・
駅
南
口
周
辺
の
広
い
土
地
の
有

効
利
用
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

・
駅
南
口
が
発
展
す
れ
ば
市
が
も

っ
と
良
く
な
る
。

・
市
民
も
協
力
す
る
。

《
回
答
》

ご
指
摘
の
と
お
り
、
上
野
原
駅

の
南
口
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
高

低
差
に
よ
り
、
非
常
に
長
い
段
数

の
階
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
歩
行
支
援
装

置
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
大
変

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

て
、
市
で
は
、「
上
野
原
駅
周
辺

整
備
事
業
」
を
鋭
意
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
駅
南
側
の

土
地
に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整

理
事
業
組
合
施
行
の
予
定
地
で
あ

上
野
原
駅
南
口
に
つ
い
て

り
、
周
辺
を
一
体
的
・
面
的
に
整

備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
賑
わ

い
の
あ
る
駅
前
の
ま
ち
づ
く
り
や

土
地
の
有
効
利
用
が
図
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

早
急
な
対
応
は
困
難
で
す
が
、

一
日
も
早
い
実
現
に
向
け
て
努
力

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

『もしもしこちら市長室！！』〜市長と市民のホットライン〜

らちこ
しもし

も 市長室！！市長室！！
Ｈｏｔ　ｌｉｎｅ〜市長と市民のホットライン〜

市
民
の
み
な
さ
ん
と

　
　
　
　

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

あ
る
日
の
市
長

市
長
の
ち
ょ
っ
と

ひ
と
言

№ 40

市
長
へ
の
手
紙 ▲市民のみなさんと市長とのふれ愛トークの様子

《開催内容【9 月 27 日開催】》
（参加者）市民運動として活動している私たち「9
条の会」では、今後も平和展の開催など、平
和に対する取り組みを行って行きたいと思い
ます。引き続き、市民運動としての活動に対
してご理解とご協力をお願いします。

（市長）市としては、「平和都市宣言」の看板設
置や広報8月号に平和特集を掲載するなどの
取り組みを行いました。また、市では平和展
開催に対して後援という形で協力していま
す。今後もできる限りの協力をしていきます。

市観光大使の降矢組人さん、
絵画寄贈で感謝状
10/4（金）

市観光大使の降矢組人さんから、市に絵画
の寄贈がありました。
市では、寄贈のお礼として、降矢さんに感
謝状を贈りました。

▲降矢組人さんの代わりに来庁した、妻 美
よ し こ

子さん（写
　真左）に感謝状を渡す江口市長

上野原市消防庁舎安全祈願祭・起工式
10/15（火）
市では、新消防庁舎建設予定地で、市消防庁舎建

設工事起工式を行いました。
また、安全祈願祭では、江口市長が鍬入れを行い、

建設工事の安全を祈願しました。

▲鍬入れをする江口市長　　　　　　　▲安全祈願祭の様子

H25.11月号.indd   12-13 13/10/28   10:10
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「
愛
育
活
動
」

み
な
さ
ん
は
、「
愛
育
活
動
」

を
ご
存
知
で
す
か
。
愛
育
活
動

と
は
、
愛
育
班
員
と
呼
ば
れ
る

人
た
ち
が
地
域
に
住
む
母
子
一

人
ひ
と
り
に
声
を
か
け
見
守
る

活
動
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

こ
の
活
動
の
始
ま
り
は
、
昭

和
12
年
か
ら
で
す
。
当
時
、
山

梨
県
は
、
全
国
で
も
妊
産
婦
や

乳
幼
児
の
死
亡
率
が
高
い
状
況

で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、

源
村
（
現
在
の
南
ア
ル
プ
ス
市

源
地
区
）
の
住
民
が
尊
い
命
を

守
る
た
め
に
母
子
愛
育
会
を
設

立
し
、
愛
育
活
動
を
始
め
ま
し

た
。市

で
も
、「
上
野
原
市
愛
育

連
合
会
」
を
設
立
し
、
愛
育
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
は
、
声
か
け

活
動
の
他
に
、
住
民
健
診
の
受

診
勧
奨
や
マ
マ
さ
ん
ク
ラ
ス
の

参
加
者
の
託
児
な
ど
を
行
っ
て

脳ドックのご案内（上野原市立病院）
●基本検査項目
　①診察（問診）・身長・体重・血圧測定
　②血液・生化学的検査
　③頭頸部MRI・MRA
●検診料金　31,500円（自己負担分）
●定　員　4名
●実施日　月1回最終の土曜日
※12月は21日（土）に実施します。
●申込み・問い合わせ　上野原市立病院（☎62−
5121）

　

先
月
の
広
報
う
え
の
は
ら
10
月

号
の
「
保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
で
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
施
設

検
診
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
は
、
愛
育
活
動
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。

い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
愛
育
活
動
の

継
続
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
要
因
と
し
て
、
愛
育
活
動
を

支
え
て
い
る
班
員
の
高
齢
化
や
そ

の
数
の
減
少
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

活
動
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に

は
、
み
な
さ
ん
に
愛
育
活
動
を
理

解
し
て
も
ら
い
、
共
に
活
動
し
て

く
れ
る
仲
間
が
必
要
で
す
。
市
愛

育
連
合
会
で
は
、
愛
育
の
灯
を
絶

や
さ
ぬ
よ
う
、
一
緒
に
活
動
し
て

く
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

愛
育
活
動
は
、
東
日
本
大
震
災

以
後
、
住
民
同
士
が
お
互
い
に
支

え
合
う
活
動
の
１
つ
と
し
て
そ
の

重
要
性
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
心
や
興
味
が
あ
る
方
は
、
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
長
寿
健
康
課
保

健
担
当
（
市
愛
育
連
合
会
事
務

局
）（
☎
62

−

4
1
3
4
）

ノロウイルス等による感染性胃腸炎
《感染原因・経路》　汚染された食品の飲食、感染者
の便や嘔吐物の飛沫、それを片付けた人の手指を介し
ての感染

《予防法》　食品は中心部まで十分加熱する。人の便や
嘔吐物を片付ける際は、必ず使い捨て手袋、マスク等
を使う。窓を開けての換気や清掃後の塩素系漂白剤で
の拭き上げ消毒をする。帰宅時や食事の前には、必ず
ハンドソープ等を使い十分な流水で手を洗う。
●問い合わせ　県富士・東部保健福祉事務所地域保
健課（☎0555−24−9035）

保健だより

伝言板

保健師からのメッセージ　№16

う
え
の
は
ら
　

健
康
家
族

Healthy Life●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎ 62-4134）

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日 時	 毎週火曜日・木曜日（祝日除く）
	 午前 9時〜 11時
◎持 ち 物	 印鑑
◎場 所	 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等で都合のつかない方は、保健担当へお問い
合わせください。

★乳幼児健診
実施日 該当児

3 〜 4
か 月 児 12月5日（木） H25 年 7 月 1 日〜 31 日生

9 〜 10
か 月 児 12月5日（木） H25 年 2 月 1 日〜 28 日生

1 歳
6 か月児

11月1日（金） H24 年 3 月 16 日
　　　　　  〜 4 月 15 日生

12月 3日（火） H24 年 4 月 16 日
　　　　　〜 5 月 31 日生

3 歳 児 12 月9日（月） H22 年 10 月 16 日
             〜 11 月 30 日生

※詳細については、該当児にお知らせを郵送します。

★小児用肺炎球菌ワクチン
平成25年 11月1日から7価肺炎球菌結合型ワク
チンに代わり、13価肺炎球菌結合型ワクチンが導入
されます。
接種スケジュールは、10月31日まで使用していた
7価ワクチンのスケジュールと同じです。7価ワクチ
ンで使用できなかった残りの回数は、13価のワクチ
ンで接種することができます。また、接種間隔につ
いては、一部変更となりました。変更後の注意点は、
次のとおりです。
◎生後 2 〜 6 月に接種を開始した場合
・追加接種は、初回接種終了後 60日以上の間隔を　　
   おいた後で、生後 12月に至った日以降に接種し  
   てください。
◎生後 7 〜 11 月に接種を開始した場合
・ 2回目の接種は、生後 13月に至るまでに接種し
   てください。
・ 追加接種は、初回接種終了後 60日以上の間隔を
   おいた後で、生後 12月に至った日以降に接種し
   てください。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気になる」、
「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」などの悩
み事に対し、心理相談員、保健師が相談を受けます。
◎日 時	 11 月 18日（月）予約制となります。
◎対 象 者	 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。

★婦人科検診・集団検診のご案内
今年度予定していた検診は終了しましたが、次の日
程で追加実施することになりました。
検診を受診されていない方は、ぜひご利用ください。

《婦人科検診》
◎日 時	 11 月 21日（木）午後 1時 30分〜
◎場 所	 保健センター
◎内 容	 乳がん検診、子宮がん検診、大腸が

ん検診
◎対 象 者	 平成 26 年 4 月 1 日現在の年齢で、

いずれも 20歳以上の方
◎申込期限	 11 月 13日（水）
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みくださ

い。

《集団検診》
◎日 時	 平成26年 1月25日（土）
　　　　　　  午前8時30分（午前中）
◎場 所	 保健センター
◎内 容	 特定（基本）健診、各種がん検診（胃

がん、肝がん、大腸がん、肺がん、
前立腺がん、乳がん検診）

◎対 象 者	 平成 26年 4月 1日現在の年齢で、
いずれも 20歳以上の方

※ただし、前立腺がん検診は、50歳以上の方
◎申込期限	 12 月 20日（金）
◎申 込 み	 保健担当へ電話
　で申し込みください。
※検診の詳細については、
　保健担当に問い合わせいた
　だくか、広報 4 月号の折込
　にある「保健事業のご案内」
　をご覧ください。

愛育活動の様子

▶広報 4 月号の折込み
　「保健事業のご案内」

H25.11月号.indd   14-15 13/10/28   10:10
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行
委
員
会
事
務
局 

高
橋
（
☎

66
−

3
9
7
0
）

●
日
時　

12
月
6
日
（
金
）
～
8

日
（
日
）

●
場
所　

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
（
甲

府
市
大
津
町
2
1
9
2

−

8
）

●
内
容　

S
P
E
E
D
の
今
井
絵

理
子
に
よ
る
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
山

梨
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
甲
州
戦
記

サ
ク
ラ
イ
ザ
ー
シ
ョ
ー
な
ど

当
（
☎
62

−

3
1
1
7
）

《
全
国
統
一
防
火
標
語
》

　
消
す
ま
で
は
　

　
　
　
心
の
警
報
　

　
　
　
　
　
　
O
N
の
ま
ま

秋
季
火
災
予
防
運
動
が
11
月
9

日（
土
）〜
15
日（
金
）に
実
施
さ
れ

ま
す
。

《
重
点
目
標
》

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
予

防
対
策
の
推
進

③
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

④
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

た
取
組
み
の
推
進

⑤
多
数
の
顧
客
等
が
参
加
す
る
行

事
に
対
す
る
火
災
予
防
指
導
等

の
徹
底

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
11
月
の
申
請
書
提
出
期
限

　

11
月
11
日（
月
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
☎
62

−

3
1
1
9
）

平
成
26
年
度
に
上
野
原
市
で
行

う
建
設
工
事
等
の
競
争
入
札
参
加

資
格
申
請
の
受
付
を
実
施
し
ま

す
。

●
対
象
業
種　

①
建
設
工
事 

②

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

③
物
品
製
造
等
（
物
品
の
製
造
・

販
売
、
役
務
の
提
供
等
）

●
申
請
方
法　

市
指
定
様
式
（
統

一
様
式
ま
た
は
同
内
容
の
任
意

様
式
も
可
）
の
申
請
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
総
務

課
管
財
担
当
に
持
参
ま
た
は
郵

送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
。

※
提
出
要
領
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
ま
た
は
、
本
庁
・
秋

山
支
所
・
各
出
張
所
に
告
示
し

て
あ
り
ま
す
。

●
受
付
期
間　

平
成
26
年
1
月
6

日
（
月
）
〜
31
日
（
金
）
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
（
土
・
日
・

祝
日
除
く
）

※
平
成
25
年
・
26
年
度
の
申
請
を

済
ま
せ
て
い
る
場
合
、
今
回
の

申
請
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
管
財
担

※
市
消
防
本
部
・
署
お
よ
び
市
危

険
物
安
全
協
会
で
は
、
11
月
8

日（
金
）に
市
内
の
巡
回
広
報
を

実
施
し
ま
す
。

※
消
防
本
部
、
消
防
団
で
は
、
火

災
予
防
の
意
識
を
高
め
る
た
め

防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。

《
住
宅
防
火
・
い
の
ち
を

守
る
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

⑤
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
調
査

市
消
防
本
部
、
消
防
団
お
よ
び

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
、
自
治
会
で
は

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
調
査

を
行
い
ま
す
。
調
査
・
訪
問
の
際

に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
済

み
シ
ー
ル
配
布

市
消
防
本
部
、
消
防
団
、
市
危

険
物
安
全
協
会
で
は
、
不
当
な
値

段
で
警
報
器
を
販
売
す
る
悪
質
な

訪
問
販
売
の
被
害
の
防
止
、
周
辺

地
域
で
の
口
コ
ミ
に
よ
る
設
置
率

の
向
上
お
よ
び
防
火
意
識
の
高
揚

を
目
的
と
し
て
、
火
災
予
防
条
例

の
設
置
基
準
を
満
た
し
て
い
る
住

宅（
世
帯
）に「
設
置
済
み
シ
ー
ル
」

を
配
布
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
消
防

総
務
課
予
防
担
当
（
☎
62

−
4
1
1
1
）

住
生
活
総
合
調
査
を

実
施
し
ま
す

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

国
土
交
通
省
で
は
、
民
間
調
査

機
関
に
委
託
し
て
「
空
き
家
実
態

調
査
試
験
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
25
市
町
村

で
実
施
さ
れ
、
上
野
原
市
が
調
査

対
象
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
11
月
中
旬
に

調
査
受
託
機
関
の
調
査
員
が
市
内

中
心
部
を
巡
回
し
、
空
き
家
の
外

観
調
査
等
を
行
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
計

画
担
当
（
☎
62

−

3
1
9
1
）

国
土
交
通
省
お
よ
び
山
梨
県
で

は
、
12
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て

「
平
成
25
年
住
生
活
総
合
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

住
生
活
総
合
調
査
は
、
全
国
で

5
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
、
住
生
活

全
般
に
関
す
る
実
態
を
調
査
す
る

も
の
で
す
。

な
お
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
世

帯
に
は
、
11
月
中
旬
か
ら
統
計
調

査
員
（
市
職
員
等
）
が
伺
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
計

画
担
当
（
☎
62

−

3
1
9
1
）

●
募
集
業
種　

夜
勤
支
援
員
（
介

護
職
員
）

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
応
募
資
格　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

2
級
程
度
ま
た
は
介
護
施
設
の

勤
務
経
験
者
ま
た
は
、
介
護
に

熱
意
の
あ
る
方

●
勤
務
形
態　

シ
フ
ト
制

※
見
習
い
期
間
有
り

●
給
与　

山
梨
県
東
部
広
域
連
合

規
定
に
基
づ
き
支
給
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ　

大
鶴
楽
生
園

（
☎
63

−

0
9
7
1
）

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で

は
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、
女
性
を

め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決

に
向
け
た
人
権
相
談
活
動
と
し

て
、「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
を
常
設
し
て
い
ま
す
。

11
月
18
日
（
月
）
〜
24
日
（
日
）

の
７
日
間
を
全
国
一
斉
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

と
し
て
、
通
常
よ
り
も
受
付
時
間

を
延
長
す
る
ほ
か
、
土
・
日
曜
日

も
含
め
て
開
設
し
ま
す
。

《
相
談
窓
口
》

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

（
☎
0
5
7
0

−
0
7
0

−

8
1
0
）

●
日
時
　
11
月
18
日
（
月
）
～
24

日
（
日
）
午
前
8
時
30
分
～
午

後
7
時

※
土
・
日
曜
日
の
相
談
は
、
午
前

10
時
～
午
後
5
時

●
費
用　

無
料

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
福
祉
総

務
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
5
）

●
日
時　

11
月
24
日
（
日
）
午
後

1
時
開
演

●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容　

上
野
原
市
民
16
団
体
に

よ
る
合
唱
の
祭
典

●
費
用　

無
料

※
参
加
団
体
の
み
な
さ
ん
は
、
多

く
の
み
な
さ
ん
の
心
に
響
く
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
目
標
と
し
て
、
日

頃
か
ら
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
心

か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

市
民
合
唱
祭
実

秋
季
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

大
鶴
楽
生
園
非
常
勤
職
員

募
集
の
お
知
ら
せ

市
発
注
公
共
工
事
等
の
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
受
付

空
き
家
実
態
調
査
試
験
調
査

を
実
施
し
ま
す

第
9
回
上
野
原
市
民
合
唱
祭

開
催
の
お
知
ら
せ

第
13
回
全
国
障
害
者
芸
術
・

文
化
祭
や
ま
な
し
大
会
開
催

▶どのような方が参加しているの？
　A：�各自治体の障がい者支援担当、サービス事業所、ハ

ローワーク、圏域マネージャー、障がい者就業・生
活支援センターありす、やまびこ支援学校、ぐんな
い若者サポートステーション等が参加しています。

▶どのような活動をしているの？
　A：�2か月に1回程度会議を開催し、情報交換や話し

合いを行っています。
▶今までどのような活動を行ってきたの？
　A：�企業向けのアンケート調査や企業訪問、パンフレ

ット作成などを行いました。
☆障がいのある方が地域で自立した生活を送るために、
作業所でできるような仕事や障がいのある方の実習を
受け入れてくれる企業を探しています。

●問い合わせ　福祉課障害福祉担当（☎62-3115）

障がいのある方が安心して暮らせる地域社会へ
東部圏域自立支援協議会就労支援部会紹介

※
詳
し
く
は
、
大
会
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
大
会
期
間
中
は
、
駐
車
場
や
周

辺
道
路
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
混
雑
緩
和
の
た
め
、
自
動

車
の
乗
り
合
わ
せ
ま
た
は
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
の
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

第
13
回
全
国
障

害
者
芸
術
・
文
化
祭
や
ま
な
し

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
県

障
害
福
祉
課
内
）（
☎

0
5
5

−

2
2
3

−

1
4
6
1
）

主な問い合わせ先

部署名 電話番号
市役所（代表）（ 6 2 ）3 1 1 1
総 務 課（ 6 2 ）3 1 1 7
企 画 課（ 6 2 ）3 1 1 8
秋 山 支 所（ 5 6 ）2 1 1 1
税 務 課（ 6 2 ）3 1 1 3
市 民 課（ 6 2 ）3 1 1 2
生 活 環 境 課（ 6 2 ）3 1 1 4
福 祉 課（ 6 2 ）3 1 1 5
長 寿 健 康 課（ 6 2 ）4 1 3 3
経 済 課（ 6 2 ）3 1 1 9
建 設 課（ 6 2 ）3 1 2 3
都 市 計 画 課（ 6 2 ）3 1 9 1
会 計 課（ 6 2 ）3 1 1 6
議 会 事 務 局（ 6 2 ）3 3 4 4
学 校 教 育 課（ 6 2 ）3 4 0 8
社 会 教 育 課（ 6 2 ）3 4 0 9
保健センター（ 6 2 ）4 1 3 4
地域包括支援センター（ 6 2 ）3 1 2 8
消 防 本 部（ 6 2 ）4 1 1 1

お掛け間違いのないように
お願いします。

《今月の俳句・短歌・川柳》

工場に コーンポタージュ 
秋に入る

佐々木信一（巌地区）

「今月の俳句・短歌・川柳」
を募集します。申込みは、
名前、連絡先、作品、句の
解説等をメールまたは郵送
でお送りください。
締切は毎月 10 日です。
〒 409-0192 上野原市上野
原 3832
企画課政策推進担当　宛
kikaku@city.uenohara.
lｇ. jp

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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保
持
者
と
そ
の
付
添
者
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

●
定
員　

70
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

●
参
加
費　

1
5
0
0
円

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
無
料

●
申
込
方
法　

参
加
費
を
添
え
て

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
水
）、
21
日
（
土
）
の
午
前
9

時
〜
11
時
に
搬
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
学

校
適
正
配
置
推
進
担
当
（
☎

62

−

3
4
0
8
）

《
山
梨
県
最
低
賃
金
》

1
時
間　

7
0
6
円

　
　
　
　
　
（
10
月
18
日
発
効
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

都
留
労
働
基
準

監
督
署
（
☎
43

−

2
1
9
5
）

●
日
時　

11
月
30
日
（
土
）
午
前

7
時
30
分
集
合
出
発
、
午
後
6

時
解
散
予
定

●
集
合
場
所　

市
役
所
庁
舎
前
駐

車
場

●
行
き
先　

群
馬
県
沼
田
市
原
田

農
園

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
18
歳
以

上
の
方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
い
ず
れ
か
の
手
帳
の

●
日
時　

11
月
23
日（
土
・
祝
）

午
前
9
時
〜
正
午

●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階
会

議
室
1

●
内
容　

普
通
救
命
講
習
（
成
人

の
心
肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用

方
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員　

30
名

●
受
講
資
格　

市
内
在
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
、
在
学
の
中
学
生

以
上
の
方

●
申
込
期
限　

11
月
15
日
（
金
）

●
費
用　

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

消
防

総
務
課
警
防
救
急
担
当
（
☎

62

−

4
1
1
1
）

平
成
25
年
分
給
与
所
得
の
年
末

調
整
お
よ
び
法
定
調
書
等
の
提
出

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

11
月
12
日（
火
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時

※
用
紙
配
布
は
、
午
後
1
時
〜
1

時
30
分
に
行
い
ま
す
。

●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

応
急
手
当
講
習
会
開
催
の

お
知
ら
せ

議
室
2

●
問
い
合
わ
せ　

大
月
税
務
署

（
☎
22

−

3
1
5
1
）、
税
務
課

課

税

担

当
（

☎

62

−

3
1
1
3
）

●
日
時
・
場
所　

11
月
30
日
（
土
）

旧
棡
原
小
学
校
、12
月
14
日（
土
）

旧
大
鶴
小
学
校
、
午
前
9
時
30

分
〜
正
午

※
受
付
は
、
午
前
9
時
15
分
か
ら

行
い
ま
す
。

●
販
売
品　

机
、
椅
子
、
テ
ー
ブ

ル
、
ロ
ッ
カ
ー
、
棚
、
ピ
ア
ノ
、

和
太
鼓
、
図
書
な
ど

※
販
売
は
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

※
ピ
ア
ノ
、
和
太
鼓
は
、
抽
選
に

よ
り
販
売
し
ま
す
。
購
入
を
希

望
す
る
方
は
、
午
前
11
時
ま
で

に
購
入
申
込
書
を
受
付
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
販
売
価
格　

1
0
0
円
〜
3
千

円
（
図
書
は
10
冊
1
0
0
円
）

※
ピ
ア
ノ
、
和
太
鼓
の
販
売
価
格

は
、
当
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
販
売
品
の
搬
出
は
、
購
入
者
で

お
願
い
し
ま
す
。

※
や
む
を
得
ず
当
日
に
搬
出
で
き

な
い
場
合
は
、
旧
棡
原
小
学
校

12
月
4
日
（
水
）、
7
日
（
土
）、

旧
大
鶴
小
学
校
12
月
18
日

平
成
25
年
分
給
与
所
得
の

年
末
調
整
等
説
明
会

閉
校
し
た
小
・
中
学
校
の

備
品
販
売
会
開
催

■ 平成 25 年度自衛官等募集案内　　　　　●問い合わせ　自衛隊大月地域事務所（☎ 22-1298）
募集種目 募集人員 受付期間 試験日

高等工科学校
生徒

推薦 約 60 名 11 月 1（金）〜
12 月 6（金）

平成 26年1月11日（土）〜13日（月・祝）
※いずれか 1 日を指定

一般 約 260 名 11 月 1 日（金）〜
平成 26年1月10日（金）

1 次 平成 26 年 1 月 18 日（土）
2 次 平成 26年2月1日（土）〜4日（火）

防衛大学校学生 一般
（後期）

人文・社会科学専攻約 10 名　　　
理工学専攻約 30 名

平成 26年1月22日（水）
〜 1 月 31 日（金）

1 次 平成 26 年 3 月 1 日（土）
2 次 平成 26 年 3 月 13 日（木）

貸費学生 技術 陸・海・空　約 10 名
（参考 平成 24 年度）

12 月 1 日（日）〜
平成 26 年1月10日（金）平成 26 年 1 月 25 日（土）

※受験資格や待遇などの詳細は、ホームページでご確認ください。ホームページは、「自衛隊山梨」で検索してください。

※
申
し
込
み
の
際
は
、
参
加
者
の

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
希
望
の
有
無
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　

11
月
11
日
（
月
）

〜
21
日
（
木
）
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
63

−

0
0
0
2
）

障
が
い
者
の
社
会
見
学

事
業
参
加
者
募
集

山
梨
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

市役所使用封筒への広告掲載を募集します
▶募集期間　
　11月 1日（金）〜12月 27日（金）
▶応募方法　
　有料広告掲載申込書と掲載しようと
する広告の原稿（電子データ）を添
付し、会計課へ提出してください。

※申込書は、市ホームページでダウン
ロードするか、会計課に用意してあ
ります。

※今回の募集は、上野原市有料広告掲
載要綱に基づき実施します。

※応募広告が、募集口数を超えた場合
は、抽選により掲載を決定します。

※詳しくは、お問い合わせください。
●申込み・問い合わせ　
　会計課会計担当（☎62-3116）

▶募集内容（市役所使用封筒）
広告掲載の
対象 長型３号封筒

枠数 4 枠
規格枠 縦 40mm ×横 100mm
募集口数 4 口
枚数 20,000 枚
掲載料 / 口 20,000 円 /1 口
掲載場所 封筒裏面
色 黒単色

見本

規格枠

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

空間放射線量等測定値報告　　　●問い合わせ　生活環境課生活環境担当（☎ 62-3114）

※市役所敷地内に放射線量を
測定するモニタリングポス
トを設置しています。測定
結果は、市ホームページで確
認することができますので
ご利用ください。

※空間放射線量を測定する測
定器の貸出を行っています。

この測定は、帝京科学大学が進める地域連携推進活動の一環として学生の協力を受けながら行っています。【測定日10月 12・13日】

次の測定値は、国が定める基準0.23μＳｖ／ｈより低く健康に被害が出る数値ではありません。
測定場所 1 ｍ 測定場所 1 ｍ 測定場所 1 ｍ

大 野 貯 水 池 0.036 島 田 小 学 校 0.048 諏 訪 神 社 0.049
甲 東 保 育 所 0.059 少 年 野 球 場 0.040 牛 倉 神 社 0.042
旧 巌 出 張 所 0.025 桂 川 球 場 0.053 棡 原 出 張 所 0.042
沢 松 幼 稚 園 0.051 上野原市役所 0.032 西 原 小 学 校 0.073
帝京科学大学 0.047 第 二 保 育 所 0.058 秋 山 保 育 所 0.042
コモアしおつ石の公園 0.029 上野原小学校 0.055 秋 山 小 学 校 0.047
大 鶴 出 張 所 0.051 上野原中学校 0.050 （単位：μＳｖ／ｈ）

輝け !!
うえのはらの星

高齢者総合スポーツ大会で奮闘 !!

いきいき山梨ねんりんピック 2013
輪投げ、ペタンク、ラージボール卓球の部門で優勝 !!
　いきいき山梨ねんりんピック 2013 高齢者総合スポーツ大会が 9 月 28 日（土）、小瀬
スポーツ公園で行われ、沢松親和会に所属する 8 名のみなさんが、輪投げ、ペタンクの
部門でそれぞれブロック優勝し、2 連覇を果たしました。
　また、ラージボール卓球の部門では、約 80 名の参加者のなか、予選リーグから勝ち
抜いた富山明男さんが優勝を果たしました。おめでとうございます。

輪投げ、ペタンクの部門で優勝した8 名のみなさん
（沢松親和会）

ラージボール卓球の部門で優勝した富山明男さん
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診療時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内 科 
一 般 外 来

午前 
初診予約なし

午前
 予約のみ

清水

反頭
小坂

反頭

岡本・村田
石井

小池

反頭・津久井
牛島・清水

村田

清水・津久井
金子

※ 1

岡本・村田
進藤

内科
常勤医師

神 経 内 科 午前 瀧山
小 児 科 午前 宇野 杣津 宇野 宇野 宇野
小児心臓外科 午後 ※ 2

脳 神 経 外 科 午前 長坂 長坂 長坂
山梨大非常
勤医師交替

長坂

外科・肛門外科 午前 ※ 3 吉田 遠藤 冨岡 協会非常勤 冨岡
お し り 外 来 午後 冨岡
胸 部 外 科 午後 平良（予約）
皮 膚 科 午前 / 午後 柴垣 川村 岡本
整 形 外 科 午前 笠井 松原 戸島 中島 須田
ペ イ ン 外 来 午後 休診

眼 科 午前 館野 大城 ※ 5 大野
（予約）

※6大野
（時間制限）

耳 鼻 咽 喉 科 午前 / 午後 田中 五十嵐
※ 4 泌 尿 器 科 午前 / 午後 11/12・26 11/9・16午前
婦 人 科 午前 / 午後 中島
西 原 診 療 所 午後 ※ 7

秋 山 診 療 所
午前
午後

岡本
岡本

上條 古屋 上條

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

《上野原市立病院　11 月の外来診療のご案内》●問い合わせ　市立病院（☎ 62 − 5121）

★青字で示した医師名は、新しく着任された医師です。　
★山梨県の小児医療体等に基づき、小児科の夜間・休日診療等は、従来通り「富士・東部小児初期救急医療センター」で行っており、
富士・東部医療圏の病院はすべて同様の対応を行っています。当院の小児科医は、他病院の小児科医とともに、センターでの診
療にあたりますので、ご理解とご協力をお願いします。

●受付時間は、午前 8 時から 11 時 30 分までです。午後の受診がある場合は、午後 2 時から 4 時までです。
●土曜日は内科の診療（常勤内科医が週交替で診療）を午前中に行います。
●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、詳しくはお問い合わせください。
　※ 1　第 1、第 3 週は、石金医師、第 2、第 4 週は的野医師が診療を行います。
　※ 2　小児心臓外来は、第 1 木曜日のみ診療を行います。
　※ 3　外科の月曜日の吉田医師は、完全予約制です。
　※ 4　泌尿器科の診療は、診療日の縮小により予約患者様を優先せざるを得ないため、初診患者様の午前の受付時間は午前１０時
　　　   まで、午後の受付時間は、午後３時までです（診療日は、11 月 9 日（土）午前、12 日（火）、16 日（土）午前、26 日（火））。
　※ 5　眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方のため、完全予約制外来です。
　※ 6　眼科の金曜日の大野医師は、午前 10 時 00 分までに受付した患者様の診療となります。
　※ 7　西原診療所は第 1、第 3 週のみ診療を行います。

有料広告

※初めて利用される方は事前に申し込みください。
●問い合わせ　福祉課子育て支援担当（☎62−3115）

子育てプレイルーム

子育て情報館 11 月は『児童虐待防止推進月間』です
国では、平成16年 11月に児童虐待防止法が施行

されたことから、11月を『児童虐待防止推進月間』
と定め、虐待防止のための各種取り組みを全国的に
実施しています。虐待を受けた（受けている）と思
われる子どもを見つけたときは、ためらわずに連絡
してください。「あなた」からの連絡が、子どもを虐
待から守るための大きな一歩となります。
●問い合わせ　福祉課子育て支援担当（☎ 62−
3115）、児童家庭相談室（☎62-1199）、都留児
童相談所（☎45-7838）

1 級大工技能士　２級建築士　木造ハウジングコーディネーター

『地元、上野原で約50年、棟梁魂と匠の技に、
日本最大のビルダー集団・ジャーブネットの力
を結集してお客様の夢を形にします』

　　　　新築・リフォームのご相談
　　　　お気軽にお電話ください。

 山梨県上野原市上野原 4078-5
（☎ 0554-56-8537）（FAX0554–56-8057）担当：志村剛

市立病院

ウェルシア薬局
公正屋

上野原市役所

国道２０号

志村工務店

志村工務店

有料広告

日付 イベント名 場所・時間・問い合わせ

11月9日（土）
・10日（日） 長寿食文化の祭典

もみじホール、午前 10
時〜午後３時 30 分、社
会教育課（☎ 62-3409）

11 月 23 日
（土・祝）

第 9 回
農林業まつり

市役所センタープラザ等、
午前 9 時 30 分〜正午、
経済課（☎ 62-3119）

応急手当講習会

もみじホール 1 階会議室
1、午前 9 時〜正午、要
事前申込（期限 11 月 15
日）消防総務課（☎ 62-
4111）

11月24日（日） 第 9 回
上野原市民合唱祭

もみじホール、午後 1 時
開演、市民合唱祭実行委
員会事務局 高橋（☎ 66-
3970）

11 月のイベント & 相談日

開催日時・場所

日　時

11月 13日（水）、27日（水）
午前9時〜正午
11月 6日（水）、20日（水）、12月 4日（水）
午前9時〜午後３時

場　所 もみじホール2階会議室２

区　　分 日　　時 場　　所
市 民 課 日 曜 窓 口 24 日

午前 9：00 〜正午
市民課カウンター 
☎ 62-3112

イベント案内 各種相談日

窓口業務

《サンテいちのみやの特徴》
・60歳以上の 3食付高齢者専用住宅
　です。（ご夫婦部屋有り）
・県の補助金による低料金の施設です。
　（ご本人の年収による）
※入居に関してのご相談は遠慮なく
　下記までお問い合わせください。
 〒 405-0052 山梨県笛吹市一宮町南野呂 422-1
　社会福祉法人　幸徳会　ケアハウス　サンテいちのみや
　（☎ 0553-47-3181）（FAX 0553–47-3148）

ケアハウスサンテいちのみや 入居者募集 広報うえのはら、市ホームページに

広告を掲載しませんか
市では、「広報うえのはら」のこの位置と、「市ホームページ」

のトップページに有料広告を掲載しています。みなさんの会社
やお店の宣伝にご利用ください。

なお、広報うえのはらに掲載する掲載規格は、左の広告の大
きさが 1 枠となります。（一枠　縦 45.5㎜、横 85㎜）
●申込み・問い合わせ　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

区　　分 日　　時 場　　所
児 童 巡 回 相 談 14 日（要予約☎ 62-3115）

午前 10：00 〜午後 3：00
もみじホール

3 階和室

児童家庭相談室 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-1199

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-3115

ふれあい福祉相談 毎週木曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

市勤労青少年ホーム
相談室☎ 63-3444

定 例 人 権 相 談 8 日・22 日
午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 B

行 政 相 談 18 日
午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 A

障害者出張相談 21 日（要予約☎ 62 ー 3115）
午後 1：30 〜 4：00 市役所 1 階会議室 B

結 婚 相 談 所 毎週日曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

織物工業協同組合
☎ 63-3800

学校カウンセラー
教 育 相 談

毎週火・水・金曜日
（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 4：00

もみじホール相談室
☎ 63-5700
 0120-28-7830

消 費 生 活 相 談 毎週火曜日
午前 8：30 〜午後 5：00

生活環境課生活環境担当
☎ 62-3114

市税収納・納税相談 24 日
午前 9：00 〜正午

税務課カウンター 
☎ 62-3113
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婚

姻

一
般
書

◇
『
だ
か
ら
荒
野
』

　

桐
野
夏
生
／
著　
毎
日
新
聞
社

　
　
46
歳
、
身
勝
手
な
夫
や
息
子

た
ち
と
決
別
し
、
主
婦
・
朋
美

は
1
2
0
0
キ
ロ
の
旅
路
へ
。

家
族
と
い
う
荒
野
を
生
き
る
孤

独
と
希
望
を
描
く
。

児
童
書

◆
『
が
む
し
ゃ
ら
落
語
』

　

赤
羽
じ
ゅ
ん
こ
／
作　
き
む
ら
よ

し
お
／
画　
福
音
館
書
店

絵
本

○
『
ナ
ー
ス
に
な
り
た
い

　
　
　
　
　
ク
レ
メ
ン
タ
イ
ン
』

　

サ
イ
モ
ン
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
／
作　

　
福
本
友
美
子
／
訳　
岩
崎
書
店

《
開
館
時
間
》　

●
水
・
金
・
土
・
日　
午
前
9
時

　
30
分
〜
午
後
5
時

●
火
・
木　
午
前
9
時
30
分
〜
午

　
後
7
時

甲
東
地
区

曽
根
德
之
輔
（
剛
）、
杉
本
萬
壽
江

（
佐
藤
良
子
）、安
藤
英
一（
喜
代
子
）

巌
地
区

古
家
耕
夫
（
勝
夫
）

大
鶴
地
区

尾
形
澤
子
（
美
登
）、
市
川
増
子

（
総
一
郎
）

島
田
地
区

梶
原　
　

子
（　

）

上
野
原
地
区

酒
井
ヒ
デ
（
秀
三
）、
笠
原
英
子

（
達
夫
）、
柴
田
貞
雄
（
喜
清
）、

荒
井
昭
夫
（
忍
）、島
﨑
徹
（
伸
安
）

棡
原
地
区

加
藤
正
久
（
直
樹
）

西
原
地
区

　

津
常
雄
（
孝
）

秋
山
地
区

有
賀
千
惠
子
（
正
）、
志
村
み
ゆ
き

（
幹
男
）、
児
玉
奈
津
子
（
利
男
）、

佐
藤
ミ
ヱ
（
博
文
）

上
野
原
地
区

上
條
航こ
う
だ
い大（
覚
）、杉
本
椿つ

ば
き季
（
孝
）、

古
屋
憲け

ん
し
ょ
う
章
・
秀

し
ゅ
う
せ
い

　
（
浩
信
）

大
目
地
区

富
田
琢
磨=

佐　

千
春

甲
東
地
区

小
林
圭
輔=

平
陽
子

巌
地
区

高
橋
実=

盛
池
暁
子

松
場
誠=

坂
本
千
明

上
野
原
地
区

志
村
孝
也=

細
野
加
奈

問い合わせ　
上野原市立図書館
（☎ 63-5241）

問い合わせ　

総務課行政防災担当（☎
62-3117）（上野原市男女
共同参画推進委員会）

スマイル
ニュース

♯86

上野原地区	 森田  悠
ゆ づ き

月くん（11歳 7か月）
	 　　  妃

ひなみ

南ちゃん（7歳 11か月）
　　　　　	 　　  空

あ お い

蒼くん（1歳 10か月）

	 晴彦さん由紀さんの長男・長女・二男
“三人仲良く！元気が一番 !!”

《募集》わが家の主役に掲載する写真を募集しています。掲載を希望される方は、企画課までお問い合わせください。
企画課政策推進担当　 （☎ 62-3118）

俳
句
・
短
歌

大
正
5
年
3
月
生
ま
れ
で
、
現

在
97
歳
に
な
る
中
村
む
つ
子
さ
ん
。

20
歳
の
頃
、
友
人
が
趣
味
で
詠

ん
で
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
は
じ

め
た
短
歌
。
し
か
し
、
学
ぶ
こ
と

よ
り
生
活
が
優
先
さ
れ
て
い
た
時

代
、
短
歌
に
か
け
る
時
間
は
少
な

か
っ
た
。

79
歳
の
と
き
、
夫
に
誘
わ
れ
て

俳
句
を
は
じ
め
た
。
そ
の
頃
に
な

れ
ば
、
俳
句
な
ど
に
時
間
を
か
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

ま
た「
俳
句
大
会
に
出
品
し
た

際
、そ
の
句
が
ま
わ
り
に
褒
め
ら
れ

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
」と
話
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
息
子
と
一
緒
に

大
好
き
な
俳
句
を
詠
み
続
け
ら
れ

た
ら
い
い
な
と
、
お
気
に
入
り
の

俳
句
を
片
手
に
話
し
て
く
れ
た
。
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Uenohara kids 

Seishuning

Nadeshiko

アイ　エヌ　ジー

なでしこ

Uenohara

わが家の主役

中村 むつ子
（上野原地区）

このコーナーは、市内で頑張っている人、輝いている人
を紹介するコーナーです。このような方が身近にいまし
たら企画課まで紹介してください。
企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

♯15
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さん

▼ 

今
月
の
参
画
格
言 
▲

　
　『
電
化
製
品
の
使
い
方
は
、

　
　
　
　
　
　
家
族
み
ん
な
で
学
ぼ
う
！
』

　
　
　
　
誰
も
が
ゴ
ハ
ン
を
炊
け
る
よ
う
に
ね
。

スマイルニュースでは、『さ
んかくファミリー』と題し
た４コマ漫画を不定期で掲
載しています。

作：上野原市男女共同参画推進委員会　　画：石井京子

上野原地区	 長田  花
か の ん

音ちゃん（3歳 9か月）
	 　　  心

ここね

音ちゃん（1歳 6か月）

	 渉さん未来さんの長女・二女
“いつまでも仲良く元気な姉妹でいてね !!”

リンデン
だより

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に

希
望
が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（
　
）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護

者
、
死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
9
月
中
届
出
分
＝

図書館イベント情報

子ども映画館 子ども図書館まつり リンデンドーム
朗読館 親子文芸講座

タイトル名 「ドナルドダッグ」 「にんぎょうげき・エプ
ロンシアター・マジック」

「BLACK TEA」
山本文緒／作　ほか

「押し花教室」

開催日 11 月 9 日（土） 11 月 16 日（土） 11 月 17 日（日） 11 月 23 日（土・祝）

時　間 午前 10 時〜 11 時 10 分
午後 2 時〜 3 時 10 分 午後 1 時 30 分〜 午後 2 時〜 午後 2 時〜 3 時

その他 − 場所 もみじホール 協力 上野原朗読の会 −
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